
「区立小・中学校の適正化第一次劉静計画」の概要 

I．適正配置推進の基本的考え方 

(1) 「個性と社会性の両者の調和のとれた子どもの育成を図るには、それにふさわしい規模の集

団を確保することが望ましい」との審議会答申の主旨を尊重し、その実現に向け取り組んでい

くことを基本姿勢とする。 

また、適正配置の実施にあたっては、児童・生徒数の推移、教育環境、社会‘経済状況の変

化を見ながら、答申内容の見直し、修正も含め、緊急性の高い学校から順次、取り組んでいく

こととする。 

(2）計画の策定にあたっては、本区小・中学校校舎の鉄筋化の実施から相当の年月が経過してい

ることから、老朽校舎の改築時期との整合性を検討するとともに、これからの教育方法・内容

に対応した施設整備を図るなど、将来を展望した学校施設整備に配慮する。 

(3）現下の厳しい財政状況を踏まえ、既存施設の活用も視野に入れて取り組んでいくC 具体的に

は、建築年度や老朽度、耐震診断の結果などを総合的に検討し、個別に判断していくこととす

る。 

2． 「第ー次整備計画」の考え方 

(I）計画の目的 

本計画は、審議会答申で提言されたものを、小規模化が著しい学校から順次統合を実施するも

のであり、 「老朽校舎の改築」と「既存施設の活用」という二つの視点も加味して、平成 9年度

を初年度とする10カ年のなかで、答申の内容の具体化を図るため、その実施時期と具体的方法を

明らかにするものである。 

なお、本計画は、今後の児童・生徒数の推移、動向を見守りながら、概ね 5年後に見直すこと

とし、本計画に取り込まれなかった他の学校の適正配置についても、併せて検討していくことと

する。 

(2）計画策定にあたっての考え方 

① 「教育入口等推計」 （平成 8年度東京都教育庁）により、 5年後の平成13年度には、特に小

規模になると予測される学校を優先して統合し、学校規模の確保を図る。 

② 統合の順位は、児童・生徒数の推移、推計、中学校の跡地に新小学校を設置するなど統合の

羽順、校舎の老朽化による改築の必要性などを考慮し、総合的に判断した。 

③ 統合の時期については、児童・生徒数の推移などを見ながら、早めていくことも検討する。 

④ 統合による学校施設は、校舎の老朽化等により新築で対応する場合と、既存の校舎、体育館 

など既存施設の一部または全部を活用するという二つの方法により対応することとする。 

⑤ 統合による新しい学校の校名、校章、校歌等は、それぞれの学校の歴史、伝統や地域社会に 

おいて果たしてきた役割などを考慮し、慎重に検討していかなければならない。 

そのためには、 PTA，教職員、地域住民の代表者など統合対象校の関係者による検討組織

を設け、各関係者の合意のもとに校名等が決定されていくよう進めていくこととする。 
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(3)計画の骨子 

①高田中学校と雑司谷中学校の統合 

・ 高田中学校と雑司谷中学校の 2中学校甚平成11年4月に統合し、現雑司谷中学校通学区

域の一部を西巣鴨中学校の通学区域に変更する。 

なお、通学区域の変更は、高田小、雑司谷小、日出小の 3小学校の統合及び通学区域の

変更に併せて、平成13年4月から実施する。 

・ 新中学校は、高田中学校の現校舎の老朽化が著しいため、現高田中学校跡地に新校舎を

建設し、設置する。新校舎竣工まで、現雑司谷中学校校舎を仮校舎として使用する。 

②高田小学校、雑司谷小学校、日出小学校の統合 

高田小学校、雑司谷小学校、日出小学校の3小学校を平成13年4月に統合し、同時に、 

現日出小学校通学区域の一部を時習小学校、大塚台小学校の通学区域に変更する。 

新小学校は、現雑司谷中学校跡fこ新校舎を建設し、設置する。新校舎竣工まで、現3小

学校校舎を仮校舎として使用する。 

③要町小学校と平和小学校の統合 

・ 要町小学校と平和小学校の2小学校を平成12年4月に統合する。 

新小学校は、現要町小学校跡に既存校舎を使用して、設置する。 

④大塚中学校と朝日中学校の統合 

大塚中学校と朝日中学校の2中学校を平成13年4月に統合する。 

・ 新中学校は、現大塚中学校跡に既存校舎を使用して、設置する。 

⑤千川小学校と大成小学校の統合 

千川小学校と大成小学校の2小学校を平成14年4月に統合し、同時に、現千川小学校通

学区域の一部を高松小学校の通学区域に変更する。 

・ 新小学校は、現大成小学校跡に既存校舎を使用して、設置する。 

小学校の通学区域の変更に併せて、平成14年4月から第十中学校通学区域の一部を干川 

中学校の通学区域に変更する。 

⑥時習小学校と大塚台小学校の統合 

時習小学校と大塚台小学校の 2小学校を平成15年4月に統合し、同時に、現時習小学校 

通学区域の一部を池袋第一小学校の通学区域に変更する。 

新小学校は、現大塚台小学校跡に既存校舎を使用して、設置する。 

小学校の通学区域の変更に併せて、平成馬年4月から西巣鴨中学校通学区域の一部を池 

袋中学校の通学区域に変更する。 

⑦大明小学校と池袋第五小学校の統合 

・ 大明小学校と池袋第五小学校の2小学校を平成17年4月に統合する。 

新小学校は、現池袋第五小学校跡に既存校舎を使用して、設置する。 

⑧第十中学校と千早中学校の統合 

第十中学校と千早中学校の 2中学校を平成18年4月に統合する。 

新中学校は、第十中学校校地が拡張されたため、現第十中学校跡に既存校舎を使用して、 

設置する。 



． 「第ー~i画」のスケジュール 

肴f画の実施にあたって‘よ児童・生徒滴護者や韓生を始めとして、地域の方々q漣覇翠と協力を

得ながら進めていくことカq回欠であり、住巨説明会から学機充合までのスケジュールを示すと次のと

おりとなる。 

「第一次整備計画」のスケジューノレ 



（資料 1) 

「審議会答申」 と 「本計画」 との内容の比較 

1「千川小学校と大成小学校の統合」の場合 

(1）新小学校の位置について 

ロ答 申 

第十中学校と千早中学校を統合し、第十中学校跡に設置する。 

溜本計画 

大成小学校に設置する。 

(2）通学区域の変更について 

ロ答 申 

① 千川小学校の通学区域の一部（千川一丁目19番～27番、千JIに丁目 5番～to番、 
29-36番）を高松小学校に変更する。 

② 大成小学校の通学区域の一部（南長崎六丁目全域）を椎名町小学校の通学区域に

変更する。 

警本計画 

① 答申どおり変更する。 

② 通学区域を変更しない。 

2 「第十中学校と千早中学校の統合」の場合

新中学校の位置について 

ロ答 申 

千早中学校に設置する。 

塑本計画 

第十中学校に設置する。 
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（資料 学校別児童・生徒数、学級数の推移、推計 
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